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おとう祭
３月10日（月）
13：00～
須佐神社

日　時

場　所
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大蛇退治にまつわる古式ゆかしいお祭り大蛇退治にまつわる古式ゆかしいお祭り大蛇退治にまつわる古式ゆかしいお祭り

お
と
う
祭

祭りのクライマックスの奉幣の儀祭りのクライマックスの奉幣の儀祭りのクライマックスの奉幣の儀

▲迎えの駕籠に乗って神社の境内へ

▲祭式終了後に行われる餅まき

へ
い

か
み
し
も

か　

ご

し
ゅ
ば
つ

な
が
と
こ

し
ら
す

ほ
う
へ
い

　

日
高
地
方
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
祭
り
「
お
と
う
祭
」
が
３
月
10
日
に
須
佐
神
社
に
て
行
わ

れ
ま
す
。　

　

お
と
う
祭
は
、
山
奥
に
住
み
着
い
た
大
蛇
が
人
々
の
生
活
を
脅
か
し
た
の
で
、
出
雲
か
ら
ヤ

マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
退
治
し
た
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
を
お
祀
り
し
た
と
こ
ろ
、
大
蛇
は
ど
こ
と
も

な
く
退
散
し
た
と
い
う
伝
説
に
ま
つ
わ
る
由
緒
あ
る
神
事
で
す
。

　

ま
た
、
お
と
う
祭
は
２
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
っ
た
神
事
で
、
和
歌
山
県
無
形
民
俗
文
化

財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】　

３
月
10
日
（
月
）
13
時
〜

【
場　

所
】　

須
佐
神
社
（
塩
屋
町
南
塩
屋
１
８
７
８
）

　

お
と
う
祭
で
は
、
「
お
と
う
」
と
呼
ば
れ
る
南
塩
屋
、
森
岡
、
南
谷
、
切
山
、
明
神
川
の
５

地
区
か
ら
選
ば
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
本
殿
で
約
２
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
幣
を
ふ
っ
て
厄

除
け
と
豊
作
を
祈
願
し
ま
す
。

　

お
と
う
祭
の
「
お
と
う
」
は
15
歳
以
下
の
長
男
で
な
け
れ
ば
務
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
条
件

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
地
区
に
つ
い
て
は
区
長
ら
が
代
理
で
参
加
し
ま
す
。
今
年
は
４
地

区
か
ら
子
ど
も
の
お
と
う
が
参
加
し
ま
す
。

　

祭
式
の
当
日
、
お
と
う
た
ち
は
、
冠
・
裃
で
駕
籠
に
乗
り
、
榊
持
ち
、
太
刀
持
ち
を
従
え
、

神
社
の
境
内
へ
入
り
ま
す
。

　

祭
式
は
、
修　

の
儀
、
長
床
の
儀
、
白
洲
の
儀
、
奉
幣
の
儀
の
順
に
取
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
祭
式
終
了
後
、
１
年
間
の
厄
除
け
と
豊
作
を
祈
っ
て
、
境
内
で
餅
ま
き
が
行
わ
れ
ま
す
。
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おとう祭の流れ

②長床の儀
　おとうたちは、本殿下の長床に移り、修　の儀と同
様にお神酒をいただきます。

③白洲の儀
　おとうたちは、本殿前わきの広庭に移り、長床の儀
と同様にお神酒をいただきます。

④奉幣の儀
　おとうたちは、本殿で約２メートルもある幣をふり
ます。また、後ろの世話人総代が三方のハナガラ（洗
米）を頭上高くふりまきます。

こまぎねさん ～歯痛の神様～
　須佐神社の入口に「こまぎねさん」がお祀りされていました。今は、新しい道をへだてた所に、新しいほ
こらが建てられて、そこにお祀りされています。
　
　むかし、阿波の国（今の徳島県）の侍が、大酒飲みのため、
家から勘当されました。
　あっちこっち、さまよった末、この侍は紀州へ来たが、ここ
で、激しい歯痛をわずらいました。
　ふと、侍は「こまぎねさん」の話を聞き、須佐神社へ来て断
食をして、歯痛を治してくれるよう祈りました。
　やがて、侍の歯の痛みは、うそのように治り、侍は大喜びを
し、お神酒をお供えして、阿波へ帰っていったといいます。

　今も「こまぎねさん」は歯痛の神様として、地域の人々に、
大事にお祀りされています。

エプロンネットワーク発行「しおやむかしばなし」より

①修　の儀
　社務所にて宮司が　詞を奏し、おとうたちをお祓いし
ます。その後、おとうたちはお神酒をいただきます。

はらいことば
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認
知
症
と
は

　

認
知
症
は
、
誰
も
が
な
り
う
る
脳
の
病

気
で
す
。
認
知
症
に
な
る
と
、
物
事
を
記

憶
し
た
り
、
判
断
し
た
り
す
る
機
能
が
低

下
し
、
今
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
「
時
間
や
月
日
が
わ
か

ら
な
く
な
る
」、「
場
所

が
わ
か
ら
な
く
な
る
」
、

「
人
が
わ
か
ら
な
く
な

る
」
な
ど
の
症
状
が
み

ら
れ
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

〜
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？
〜

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
何
か
特
別
な
こ
と

を
す
る
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
方
や
そ
の

家
族
の
方
々
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。

み
ん
な
で
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
の
方
々
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

御
坊
市
で
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

　
多
数
養
成
し
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

〜
藤
田
小
学
校
の
取
り
組
み
〜

　

藤
田
小
学
校
で
は
、
今
回
で
６
年
連
続

６
回
目
と
な
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
開
催
と
な
り
、
生
徒
た
ち
は
認
知

症
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
「
認
知
症
の
方
の

気
持
ち
」
や
「
自
分
の
大
切
な
人
が
認
知

症
に
な
っ
た
ら
何
が
で
き
る
か
」
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
座
を
受
講
し
た
生
徒
に
、

「
家
に
帰
っ
て
、
家
族
と
も
話
し
合
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
伝
え
、
支
援
の
輪
を
広
げ

て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
の
一
つ
と

し
て
、
生
徒
が
地
域
の
認
知
症
対
応
型
施

設
を
自
主
的
に
訪
れ
、
高
齢
者
と
の
交
流

が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

〜
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
〜

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、
５

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
な
ら
、
ど
な
た
で
も

受
講
で
き
ま
す
。
講
座
所
要
時
間
は
60
分

か
ら
90
分
で
、
講
師
が
開
催
場
所
へ
出
張

し
ま
す
。
開
催
費
用
も
無
料
で
す
の
で
、

企
業
な
ど
の
研
修
の
一
環
と
し
て
、
仲
良

し
グ
ル
ー
プ
の
お
茶
会
時
な
ど
に
受
講
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

講
座
の
開
催
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

御
坊
市
の
取
り
組
み

　

御
坊
市
で
は
、
認
知
症
の
方
へ
の
支
援

と
し
て
、
次
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
高
齢
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
　

徘
徊
な
ど
で
行
方
不
明
に
な
る
お
そ

　

れ
の
あ
る
方
を
事
前
に
登
録
し
て
お
き
、

　

万
が
一
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き
に
、

　

関
係
機
関
が
迅
速
に
捜
索
活
動
に
協
力

　

で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
認
知
症
相
談
交
流
会 

家
族
の
つ
ど
い

　
　

認
知
症
の
方
だ
け
で
な
く
、
認
知
症

　

の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な
ど
に
も

　

支
援
が
必
要
で
す
。
認
知
症
介
護
に
対

　

す
る
様
々
な
思
い
・
悩
み
を
仲
間
と
語

　

り
合
い
ま
せ
ん
か
。

　
　

次
回
は
３
月
11
日
（
火
）
13
時
30
分

　

か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る

　

「
も
の
忘
れ
相
談
会
」

　
　

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
が
、
認
知
症
へ

　

の
不
安
が
あ
る
方
、
相
談
で
き
ず
に
お

　

悩
み
の
ご
本
人
及
び
ご
家
族
の
方
の
相

　

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
　

な
お
、
相
談
を
受
け
る
に
は
、
地
域

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
事
前
予
約
が

　

必
要
で
す
。

　

１
月
21
日
、
藤
田
小
学
校
で
、
５
年
生
を
対
象
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

が
開
催
さ
れ
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
の
方
々
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
37
人
が
新
た
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
は
85
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
が
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
た
め

に
も
、
家
族
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
認
知
症
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
域
の
人
々
に
支
え
ら
れ
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を▲生徒たちによる意見交換

▲日高高等学校の「総合的な学習の時間」
　の中で開催された認知症サポーター
　養成講座
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御坊市自殺防止講演会

３月１日（土）から７日（金）は 子ども予防接種週間

３月は「自殺対策強化月間」です

一般不妊治療費の一部を助成します！
《一部》
１年度あたり３万円を限度とする連続２年間
《対象者》
・和歌山県内に１年以上住民登録をしており、
　現在、御坊市に住民登録をしている方
・前年度の夫婦の合計所得が、730万円未満
　であること
・法律上の婚姻をしている夫婦であること

《申請について》
治療を受けた日の属する年度内（３月末まで）にしてください。
例） 治療終了時

平成25年12月
平成26年 1月
平成26年 2月
平成26年 3月

受付締切
平成26年3月末まで
平成26年4月末まで
平成26年5月末まで
平成26年6月末まで

講師：鎌田　敏 先生
かま た びん

お元気ですか？
わたしの心　あなたの心
～心の健康にとって大切なこと～

　日々の忙しさの中で、心の健康に気
づかうことを忘れていませんか？
　そんなあなたの心に笑顔と元気をお
届けします！

４月からの入園・入学に備えて、必要な予防接種を済ませ、病気を未然に防ぎましょう。

～プロフィール～
　こころの元気研究所所長
　神戸大学卒業後、リストラや阪神・淡路大震災に遭い、その後、企業に勤めるも突然の病を発症。
　日々格闘しながら、「人生は心のあり方ひとつでガラリと変わる」ことに気づき、平成17年３月、
「こころ元気研究所」を設立。
　「楽しく  わかりやすく  ためになる！」をモットーに全国で年間約180か所の講演を行われています。

　平成10年以来、日本の自殺者数は14年連続で３万人を越えていましたが、平成24年に27,858人と15年ぶ
りに３万人を下回りました。しかし、自殺者数は交通事故死（4,411人）に比べ６倍以上となっています。また、
性別で見ると７対３の割合で男性の方が多く、１年間で見ると３月が１番多くなっています。
　自殺に至る多くの方々には、こころの不調がみられます。しかし、本人が自覚しづらく、受診をためらいがちです。
　大切な方の様子がいつもと違うとき、心のＳＯＳのサインかもしれません。
　このサインに気づき、自殺予防につなげていくことが大切です。

　「おや、いつもと違うな？」と思ったらイエローカード！
　早めに声をかけてみましょう。
　「どこか具合が悪い？」、「眠れている？」と身体面を心配している言
い方が、比較的抵抗感が少ないようです。
　できそうな範囲内で大切な方を守りましょう。

日　時　３月15日（土）　13：30～15：30
場　所　御坊商工会館　４階大会議室
定　員　２００人
参加費　無料
お問い合わせ、申し込みは健康福祉課へ

サイン①　家族または友人編
 □ 口数が減った。
 □ 食事量が減り、やせた。
 □ 生活が不規則になった。
 □ 風邪をひきやすくなった。
 □ 趣味などに興味がなくなった。

サイン②　職場編
 □ 早退や遅刻が増えた。
 □ 机周りの整理整頓ができなくなった。
 □ 何かにつけて異動を希望する。
 □ たわいない議論でムキになる。
 □ 小さなミスをいつまでも引きずる。
 □ 疲れや身体の不調を訴える。

気になる様子
があったら
声をかける！

専門家に
相談するよう
勧めましょう！

相手の話を
じっくり聞いて
みましょう！

気づく

受け止めるつなぐ るるる
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防災情報
事
前
防
災
対
策

　

防
災
対
策
に
は
、
被
災
後
の
食
料
や

飲
料
水
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か

と
い
っ
た
「
事
後
の
防
災
」
と
、
事
前

に
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
備
え
る

「
事
前
の
防
災
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

か
ら
「
事
前
の
防
災
」
で
あ
る
命
を
守

る
た
め
の
行
動
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
防
潮
堤
を
過
信

　

せ
ず
、
避
難
を
最
優
先
す
る…

東
日

　

本
大
震
災
で
は
、
「
自
分
の
居
住
区

　

は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
、
浸
水
区
域

　

外
に
あ
る
の
で
大
丈
夫
」
、
「
発
表

　

さ
れ
た
津
波
の
高
さ
で
は
防
潮
堤
を

　

越
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
過

　

信
し
て
し
ま
い
、
亡
く
な
ら
れ
た
方

　

が
大
勢
い
ま
し
た
。
災
害
は
自
然
が

　

相
手
に
な
る
の
で
、
人
間
の
思
い
通

　

り
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

地
震
が
発
生
し
た
ら
、
地
震
の
規
模

　

や
事
前
の
被
害
想
定
に
と
ら
わ
れ
ず

　

に
自
ら
の
最
善
を
尽
く
し
て
避
難
を

　

行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
家
庭
で
で
き
る
事
前
防
災
対
策
を
進

　

め
る…

東
日
本
大
震
災
で
の
犠
牲
者

　

の
死
因
の
大
半
は
津
波
に
よ
る
水
死

　

で
し
た
が
、
地
震
の
揺
れ
に
よ
る
家

　

具
の
転
倒
な
ど
が
原
因
で
死
傷
す
る

　

方
も
大
勢
い
ま
し
た
。
家
具
、
家
電

　

な
ど
の
転
倒
・
落
下
防
止
対
策
や
ガ

　

ラ
ス
の
飛
散
防
止
対
策
は
安
価
に
行

　

え
、
一
度
行
え
ば
当
分
行
う
必
要
が

　

無
い
比
較
的
お
手
軽
な
対
策
で
あ
り
、

　

非
常
に
高
い
防
災
・
減
災
効
果
が
期

　

待
で
き
ま
す
。
津
波
か
ら
の
迅
速
な

　

避
難
を
行
う
た
め
に
も
、
ま
ず
は
自

　

分
自
身
の
家
を
安
全
な
場
所
に
し
ま

　

し
ょ
う
。
ま
た
、
家

　

庭
内
で
災
害
時
の
連

　

絡
方
法
や
避
難
場
所

　

の
確
認
も
行
い
ま
し
ょ

　

う
。

◆
防
災
訓
練
に
進
ん
で
参
加
し
、
避
難

　

場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
く

　

…

東
日
本
大
震
災
で
は
、
普
段
か
ら

　

防
災
訓
練
を
繰
り
返
し
実
施
し
て
い

　

た
地
域
ほ
ど
被
害
が
少
な
か
っ
た
と

　

い
う
重
要
な
事
実
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
ら
の
判
断
で
避
難
す
る
こ

　

と
が
で
き
た
方
の
割
合
は
、
防
災
訓

　

練
へ
の
参
加
者
の
方
が
、
不
参
加
者

　

よ
り
高
か
っ
た
と
い
う
事
実
も
あ
り

　

ま
す
。
災
害
か
ら
自
分
の
命
を
守
る

　

た
め
、
ま
た
、
率
先
避
難
者
に
な
る

　

た
め
に
も
、
防
災
訓
練
に
積
極
的
に

　

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

◆
避
難
は
徒
歩
が
原
則…

震
災
直
後
は
、

　

道
路
の
亀
裂
や
段
差
、
街
路
樹
や
ガ

　

レ
キ
に
よ
る
道
路
封
鎖
、
信
号
機
の

　

滅
灯
な
ど
、
普
段
と
は
全
く
違
っ

　

た
交
通
状
況
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

　

避
難
を
行
う
歩
行
者
や
緊
急
車
両
の

　

走
行
も
多
く
な
り
、
い
つ
ど
こ
で
渋

　

滞
や
事
故
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く

　

な
い
状
況
に
な
り
ま
す
。
体
の
不
自

　

由
な
方
が
い
る
場
合
や
避
難
場
所
が

　

徒
歩
圏
外
の
遠
方
に
あ
る
場
合
を
除

　

い
て
は
、
避
難
は
原
則
徒
歩
で
行
い

　

ま
し
ょ
う
。

津
波
か
ら
の
避
難
の
ポ
イ
ン
ト

　

津
波
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
、
正
し
く
避
難
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
地
震
の
揺
れ
が
小
さ
く
て
も
津
波
は

　

発
生
す
る…

地
震
の
揺
れ
が
小
さ
く

　

て
も
津
波
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
は
、

　

過
去
に
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。
津
波

　

の
危
険
地
域
で
は
小
さ
な
揺
れ
で
も
、

　

揺
れ
を
感
じ
な
く
て
も
、
津
波
注
意

　

報
・
警
報
が
発
令
さ
れ
た
ら
、
ま
ず

　

は
避
難
を
最
優
先
し
ま
し
ょ
う
。

◆
引
き
波
が
な
く
て
も
津
波
は
襲
う…

　

津
波
の
前
に
は
波
が
引
く
と
い
わ
れ

　

ま
す
が
、
前
触
れ
と
し
て
必
ず
引
き

　

波
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
引
き

　

波
が
な
く
て
も
、
津
波
が
襲
っ
て
く

　

る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

　

う
。

◆
津
波
は
繰
り
返
し
襲
っ
て
く
る…

津

　

波
は
繰
り
返
し
襲
っ
て
き
ま
す
。
ま

　

た
、
必
ず
し
も
第
１
波
が
最
大
と
は

　

限
り
ま
せ
ん
。
津
波
注
意
報
・
警
報

　

が
解
除
さ
れ
る
ま
で
危
険
地
帯
に
は

　

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
「
遠
く
」
よ
り
も
「
高
く
」
へ…

す

　

で
に
津
波
に
よ
る
浸
水
が
始
ま
っ
て

　

し
ま
っ
て
い
て
、
安
全
な
高
台
に
避

　

難
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

　

「
遠
く
」
よ
り
も
「
高
い
」
場
所
に

　

逃
げ
る
の
が
原
則
で
す
。
た
だ
し
、

　

そ
の
場
合
で
も
、
で
き
る
だ
け
海
岸

　

か
ら
離
れ
た
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
教
訓

防災対策課　☎０７３８－２３－５５２８

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
３
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年

３
月
11
日
に
発
生
し
た
こ
の
震
災
は
、
過
去
に
例
を
見
な
い
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
、

住
民
、
企
業
、
行
政
な
ど
が
様
々
な
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
震
災
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
教
訓
と
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
防
災
力
の
向

上
に
繋
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

災
害
に
備
え
、
７
日
分
の
食
料
・

飲
料
水
を
各
家
庭
・
企
業
で
備
蓄

し
ま
し
ょ
う
。
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春の火災予防運動 （３月１日～７日）
　

春
の
火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
予
防

思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
死
傷
事

故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
運
動
に

あ
わ
せ
て
、
全
国
山
火
事
予
防
運
動
・

車
両
火
災
予
防
運
動
も
同
時
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

３
月
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
気
温
が

低
く
空
気
の
乾
燥
や
暖
房
器
具
の
使
用

な
ど
火
災
要
因
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

火
気
を
使
用
す
る
場
合
は
、
完
全
に
火

が
消
え
る
ま
で
目
を
離
さ
な
い
な
ど
十

分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

春
の
火
災
予
防
運
動
を
契
機
に
、
各

家
庭
、
各
職
場
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
や
石

油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
火
を
使
用
す
る
設

備
や
電
気
器
具
な
ど
の
点
検
・
整
備
を

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
の
周

囲
に
ゴ
ミ
や
古
新
聞
な
ど
燃
え
や
す
い

も
の
を
放
置
し
た
ま
ま
に
し
て
い
な
い

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

〜
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
〜

３
つ
の
習
慣

◆
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

◆
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

　

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◆
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

　

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

◆
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

　

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◆
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

　

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

　

用
す
る
。

◆
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

　

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

◆
お
年
寄
り
や
身
体

　

の
不
自
由
な
人
を

　

守
る
た
め
に
、
隣

　

近
所
の
協
力
体
制

　

を
つ
く
る
。

　

放
火
及
び
放
火
の
疑
い
に
よ
る
火
災

は
、
全
国
の
出
火
原
因
の
ト
ッ
プ
を
占

め
て
い
ま
す
。
放
火
火
災
を
未
然
に
防

止
す
る
に
は
、
次
の
よ
う
な
環
境
づ
く

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
屋
外
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
古
材
な
ど
、

　

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
い
た
ま
ま
に

　

し
な
い
。

◆
家
の
周
り
は
外
灯
な
ど
で
で
き
る
だ

　

け
明
る
く
し
て
お
く
。

◆
隣
近
所
に
一
声
か
け
て
お
き
、
火
災

　

予
防
へ
の
協
力
を
求
め
る
。

　

空
き
家
の
周
囲
は
整
理
整
頓
を
行
い
、

家
に
は
常
に
鍵
を
か
け
、
容
易
に
人
が

出
入
り
で
き
な
い
よ
う
に
し
、
ガ
ス
及

び
電
気
を
確
実
に
遮
断
し
ま
し
ょ
う
。

　

全
国
の
火
災
統
計
で
は
、
住
宅
火
災

に
よ
り
高
齢
者
が
亡
く
な
る
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
死
亡
の
主
な
原
因

は
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
、
就
寝
中

な
ど
で
、
火
災
の
発
見
が
遅
れ
、
死
に

至
る
危
険
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
就
寝
に
使
用
す
る
部

屋
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
義

務
付
け
る
こ
と
が
、
住
宅
火
災
に
よ
る

死
者
を
減
少
さ
せ
る
の
に
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
・
維
持
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
機
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
相

談
室
（
☎
０
１
２
０
・
５
６
５
・
９
１

１
）
ま
た
は
市
消
防
本
部
ま
で
。

　

近
年
の
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
う

ち
、
そ
の
大
半
は
一
般
住
宅
、
共
同
住

宅
な
ど
の
火
災
が
原
因
で
す
。
特
に
高

齢
者
の
方
が
そ
の
多
く
を
占
め
て
い
ま

す
。
消
火
器
は
住
宅
防
火
に
最
も
重
要

な
初
期
消
火
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

万
が
一
に
備
え
、
こ
の
機
会
に
消
火
器

の
設
置
・
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、
町

内
会
（
区
）
を
対
象
と
し

た
消
火
器
に
よ
る
初
期
消

火
訓
練
な
ど
の
指
導
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
市
消
防
本
部
ま
で

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
消
防
本
部

☎
０
７
３
８
・
２
２
・
０
８
０
０

災
害
時
の
問
い
合
わ
せ

☎
０
７
３
８
・
２
２
・
０
１
１
９

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

　

３
月
１
日
（
土
）
か
ら
７
日
（
金
）
ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
火
災
予
防
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
一
層
の
ご

注
意
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

全
国
統
一
防
火
標
語

春
の
火
災
予
防
運
動
と
は

放
火
火
災
に
注
意
！

空
き
家
の
管
理
に
つ
い
て

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

ご
家
庭
に
消
火
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
か
？

万
が
一
に
備
え
、
消
火
訓
練
を

問
い
合
わ
せ

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
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ステーションステーション

場　場所　　対　対象　　料　料金・費用　　内　内容　　定　定員

納　期　限
今月の納期限は３月31日（月）です
　◇国民健康保険税（10期）
　◇後期高齢者医療保険料（９期）
　◇介護保険料（３月分）

ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
御

坊
市
歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
明
記
）
に

て
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

時　

３
月
９
日
（
日
）

　
　

13
時
〜
15
時

場　

御
坊
市
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　

研
修
室

締　

３
月
８
日
（
土
）

定　

先
着
10
人

　

※
小
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者

　
　

の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

料　

無
料

申
・
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
サ
ノ
ヲ

　

御
坊
市
歴
史
民
俗
資
料
館

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
７
３
８
・
２
３
・
２
０
１
１

※

開
館
日
は
、
火
・
木
・
土
・
日

　

曜
日
、
国
民
の
祝
日
で
す
。

　

置
、
肥
料
を
与
え
る
ポ
イ
ン
ト
、

　

水
や
り
な
ど
の
一
般
的
な
管
理

　

方
法
）
を
学
習

講
師　

中
村　

光
男　

氏

　

（
ナ
ー
セ
リ
ー
ナ
カ
ム
ラ
代
表
）

募
集
期
間

　

３
月
４
日
（
火
）
〜
10
日
（
月
）

定　

先
着
50
人

料　

１
，
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

用
意
す
る
物　

　
　

汚
れ
て
も
い
い
服
、
小
さ
な

　

ス
コ
ッ
プ
、
手
袋
、
教
材
を

　

持
っ
て
帰
る
際
の
袋

申
・
問　

御
坊
市
観
光
協
会
事
務
局

　

（
市
役
所
商
工
振
興
課
内
）

　

☎
０
７
３
８
・
２
３
・
５
５
３
１

　

御
坊
市
歴
史
民
俗
資
料
館
（
御

坊
総
合
運
動
公
園
内
）
で
は
、
体

験
教
室
「
銅
鐸
を
作
っ
て
み
よ

う
！
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

　

〜
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
〜

　

御
坊
市
交
通
安
全
母
の
会
で
は
、

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
を
合

言
葉
に
、
母
親
の
立
場
か
ら
家
庭

や
地
域
の
交
通
安
全
活
動
を
推
進

し
、
交
通
事
故
の
な
い
、
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
思
想
・
教
育
の
普
及

に
は
、
多
く
の
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
必
要
で
す
。

　

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た

め
、
私
た
ち
と
共
に
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
方
や
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す
。  

　

市
内
在
住
の
主
婦
の
方
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
防
災
対
策
課
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

防
災
対
策
課

　

☎
０
７
３
８
・
２
３
・
５
５
２
８

　

中
央
公
民
館
で
は
、
平
成
26
年

度
県
立
陵
雲
高
校
「
御
坊
書
道
学

級
」
の
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

入
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
、

受
講
料
（
２
年
間
分
の
授
業
料
な
ど

と
し
て
４
，
０
０
０
円
程
度
）
を
持

参
の
う
え
、
中
央
公
民
館
２
階
事
務

室
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

時　

月
１
回
（
月
中
旬
の
金
曜
日
）

　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

※

教
室
は
年
間
10
回
開
講

　

※

受
講
期
間
は
２
年
間

場　

中
央
公
民
館

募
集
期
間　

　

３
月
３
日
（
月
）
〜
18
日
（
火
）

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※

土
・
日
を
除
き
ま
す
。

定　

先
着
９
人

申
・
問　

中
央
公
民
館

　

☎
０
７
３
８
・
２
２
・
０
４
２
４

参
加
者
募
集

　
　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

入
学
生
募
集

陵
雲
高
校
「
御
坊
書
道
学
級
」

会
員
募
集　

　

御
坊
市
交
通
安
全
母
の
会

体
験
教
室

　

銅
鐸
を
作
っ
て
み
よ
う
！

ど
う  

た
く くらしの相談

◇心配ごと相談
　日時　毎週水曜日
　　　　13：00～16：00
　場所　福祉センター３階
　問い合わせ
　　　　御坊市社会福祉協議会
　　　　☎0738－22－5490

◇人権相談
　日時　毎週月～金曜日
　　　　8：30～17：15
　場所　和歌山地方法務局御坊支局
　問い合わせ
　　　　☎0570－003－110
　※毎週火曜日9：00～16：00は
　　人権擁護委員が常駐しています。

◇御坊・日高常設法律相談所
　日時　毎週木曜日
　　　　13：30～16：00
　場所　財部会館
　問い合わせ　
　　　　和歌山弁護士会
　　　　☎073－422－5005
　※事前予約が必要です。
　※30分で5,000円程度の相談
　　料が必要です。

◇行政相談
　日時　３月12日（水）
　　　　13：00～16：00
　場所　福祉センター３階
　問い合わせ
　　　　防災対策課
　　　　☎0738－23－5528

　行政相談委員

　　　　久堀　修二　氏
　　　　☎0738－23－2229

　　　　寺﨑　鈴子　氏
　　　　☎0738－22－2152

く  ぼり    しゅうじ

てらさき　　すず こ

　

御
坊
市
観
光
協
会
で
は
、
観
光

に
訪
れ
た
方
々
に
ゆ
と
り
と
潤
い

を
感
じ
て
も
ら
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
花
の
生
産
地
で
あ
る

御
坊
市
の
特
色
を
生
か
し
て
、

「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
御

坊
市
観
光
協
会
事
務
局
ま
で
電
話

に
て
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
教
室
で
使
っ
た
教
材

（
予
定
サ
イ
ズ
は
、
鉢
30
㎝
四
方
、

高
さ
60
㎝
、
重
さ
約
４
㎏
）
は
、

持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

時　

３
月
16
日
（
日
）
９
時
〜

　

※

教
室
は
約
２
時
間
を
予
定

　

※

雨
天
決
行

場　

市
役
所
議
会
棟
下

内　

花
の
植
付
け
の
基
本
（
植
物

　

の
選
び
方
、
植
付
け
る
際
の
配

国
民
の
祝
日
で
す

な
か  
む
ら

み
つ   

お



９ 広報ごぼう 平成26年３月号 問　問い合わせ　　申　申し込み　　時　日時　　締　締め切り　　

ステーションステーション

時　

３
月
９
日
（
日
）
13
時
〜

場　

市
消
防
本
部

内　

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

　

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り

　

扱
い
・
止
血
法
な
ど

定　

先
着
15
人

対　

中
学
生
以
上
で
市
内
在
住
ま

　

た
は
在
勤
し
て
い
る
方

料　

無
料

申
・
問　

市
消
防
署
救
急
救
助
課

　

☎
０
７
３
８
・
２
２
・
０
８
０
０

　

国
体
推
進
課
で
は
、
紀
の
国
わ

か
や
ま
国
体
開
催
会
場
な
ど
を
美
し

い
花
で
飾
り
、
訪
れ
た
方
々
を
温
か

く
迎
え
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
の

参
加
団
体
（
町
内
会
や
サ
ー
ク
ル
な

ど
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、

国
体
推
進
課
ま
で
電
話
に
て
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

内　

県
内
の
農
業
学
校
な
ど
で
育

　

て
た
花
の
苗
を
皆
さ
ん
に
引
き

　

継
ぎ
、
６
月
か
ら
９
月
ま
で
育

　

て
て
い
た
だ
き
、
花
を
咲
か
せ

　

る
リ
レ
ー
運
動

配
布
数　

　

プ
ラ
ン
タ
ー
10
基
で
１
口

※

１
基
に
植
え
る
苗
は
４
本
で
す
。

対　

団
体
の
み
（
個
人
は
不
可
）

締　

３
月
20
日
（
木
）

申
・
問　

国
体
推
進
課

　

☎
０
７
３
８
・
５
２
・
７
５
０
１

　

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
御
坊
市
実

行
委
員
会
で
は
、
５
月
18
日
（
日
）
、

19
日
（
月
）
、
９
月
28
日
（
日
）
に

開
催
す
る
、
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
競
技
会
運
営
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
「
国
体
運
営
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
紀
の

国
わ
か
や
ま
国
体
御
坊
市
実
行
委
員

会
事
務
局
ま
で
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

内　

競
技
会
場
で
の
案
内
・
清
掃
・

　

弁
当
配
付
・
休
憩
所
の
運
営
・
駐

　

車
場
で
の
車
両
誘
導
な
ど

対　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し

　

て
い
る
18
歳
以
上
の
方
（
グ
ル
ー

　

プ
・
個
人
ど
ち
ら
で
も
可
）

申
・
問　

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体

　

御
坊
市
実
行
委
員
会
事
務
局

　

（
市
役
所
国
体
推
進
課
内
）

　

☎
０
７
３
８
・
５
２
・
７
５
０
１

参
加
団
体
募
集
中

　
　

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

国
体
運
営
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

不燃・大型ごみ
を出す日

◇資源ごみ
　 4日（第１火曜日）
◇小型プラスチックごみ
　11日（第２火曜日）
◇燃えないごみ
　18日（第３火曜日）
◇燃えない大型ごみ
　25日（第４火曜日）
☆スプレー缶は、必ず使い切
　り、穴を開けてから「資源
　ごみ」の日に出すようにし
　てください。
☆テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、
　洗濯機・衣類乾燥機、エア
　コンは、家電リサイクル法
　により「不燃ごみ」として
　ごみ置き場に出すことはで
　きません。小売業者（家電
　販売業者）に引き取っても
　らってください。
　※有料です。

ダンボールは
「燃えるごみの日」に !
　ここ最近、ダンボールが、
「燃える大型ごみ」として度
々出されています。ダンボー
ルは「燃えるごみ」ですので、
袋に入る大きさに細かく切る
などして、週２回の「燃える
ごみの日」に御坊市指定の袋
に入れて出すか、御坊広域清
掃センターに直接持ち込むよ
うにしてください。

御坊広域清掃センター
「直接持込」

◇平日
　８：30～16：00（時間厳守）
　・当日「許可証」発行
◇休日【３月16日（日）】
　８：30～11：30

環境衛生課
☎０７３８－２３－５５０６

平成２６年度会員募集 御坊市消費者学習会

に役立つ情報がいっぱいく しら

　御坊市消費者学習会では、生涯学習の一環として「かしこい消費者
に」を目的に、消費者問題・物価問題・高齢者問題・環境問題など多岐
に渡り、学習・啓発活動に取り組んでいます。
　楽しい学習活動を私たちと一緒にしませんか？

対　　象　市内在住の方（男女問いません）
学習内容　○　衣・食・住に関する講座
　　　　　○　健康に関する講座
　　　　　○　御坊市消費生活モニター
　　　　　○　ビデオでの学習や実践活動
　　　　　○　視察研修会
費　　用　年会費　１，０００円
申込期間　３月24日（月）まで

申し込み・問い合わせ　御坊市消費者学習会事務局（市役所商工振興課内）
　　　　　　　　　　　☎0738－23－5531

防
災
行
政
無
線
の
放
送
を
聞
き

逃
し
た
と
き
は

専
用
電
話「
０
７
３
８
・
２
２
・

９
９
９
０
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

放
送
内
容
を
電
話
で
確
認
で
き

ま
す
。

お
ぼ
え
よ
う
応
急
手
当

普
通
救
命
講
習
会
開
催



広報ごぼう 平成26年３月号 1210

ステーションステーション

場　場所　　対　対象　　料　料金・費用　　内　内容　　定　定員

健康福祉課健康増進係
☎0738－23－5645

保健行事カレンダー

6日
（木）

12日
（水）

13日
（木）

17日
（月）

20日
（木）

24日
（月）

27日
(木)

30日
（日）

１歳６か月児健診
対　平成24年７月生まれ
時　受付13:00～
場　福祉センター２階
献血
時　① 9:30～11:00
　　②12:30～13:30
　　③14:00～16:30
場　①日高新報社
　　②中紀精機御坊工場
　　③北出病院
行って得する運動教室
時　10:00～11:30
　　13:30～15:00
場　勤労青少年ホーム
３歳６か月児健診
対　平成22年８月生まれ
時　受付13:00～
場　福祉センター２階
献血
時　10:00～12:00
　　13:00～16:00
場　御坊商工会館
献血
時　① 9:30～11:30
　　②13:00～14:30
　　③15:00～16:30
場　①御坊広域清掃センター
　　②日高博愛園
　　③御坊自動車会館
10か月児健診
対　平成25年５月生まれ
時　受付13:00～
場　福祉センター２階
プレママ＆フレッシュママサロン
（ベビーマッサージ編）
時　13:30～15:30
場　福祉センター２階
４か月児健診
対　平成25年11月生まれ
時　受付13:00～
場　福祉センター２階
献血
時　 9:30～12:00
　　13:00～16:30
場　ロマンシティ

　

質
、
肝
機
能
、
代
謝
）
、
検
尿

・
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
方
へ

　

の
追
加
項
目…

貧
血
検
査
、
心

　

電
図
検
査
、
眼
底
検
査

実
施
期
間

　

平
成
26
年
６
月
２
日
（
月
）
〜

　

平
成
27
年
２
月
28
日
（
土
）

実
施
場
所　

　

受
診
券
に
同
封
の
一
覧
表
に
記

　

載
さ
れ
た
医
療
機
関

自
己
負
担　

６
０
０
円

問　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合

　

☎
０
７
３
・
４
２
８
・
６
６
８
８

　

国
民
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、
保

険
料
の
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
過
去
分
の
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除
、
一

こ
れ
ま
で…

障
害
基
礎
年
金
な
ど

　

を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
国
民

　

年
金
保
険
料
の
納
付
が
免
除

　

（
法
定
免
除
）
と
な
る
た
め
、

　

老
齢
基
礎
年
金
額
の
増
額
を
希

　

望
す
る
と
き
は
保
険
料
の
後
払

　

い
（
追
納
制
度
）
を
利
用
し
て

　

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
４
月
か
ら…

法
定
免
除

　

の
期
間
で
あ
っ
て
も
、
保
険
料

　

を
通
常
納
付
で
き
る
「
納
付
申

　

出
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。
納

　

付
申
出
に
よ
り
、
次
の
３
つ
の

　

便
利
で
お
得
な
制
度
を
あ
わ
せ

　

て
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。

・
保
険
料
の
口
座
振
替

　

（
手
間
い
ら
ず
で
便
利
）

・
保
険
料
の
前
納

　

（
保
険
料
の
割
引
あ
り
）

・
付
加
年
金
な
ど
の
加
入

　

（
お
得
な
上
乗
せ
制
度
）

申
・
問　

国
保
年
金
課
年
金
係

　

☎
０
７
３
８
・
２
３
・
５
５
３
０

　

い
場
合
や
失
業
な
ど
の
特
例
免
除

　

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
す
み
や
か
に
申
請
を
し

　

て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得

　

に
基
づ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す
の

　

で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
全
額
免
除

　

と
一
部
免
除
は
配
偶
者
及
び
世
帯

　

主
、
若
年
者
納
付
猶
予
は
配
偶
者

　

に
つ
い
て
も
所
得
審
査
を
行
い
ま

　

す
。
配
偶
者
や
世
帯
主
が
失
業
な

　

ど
に
該
当
す
る
場
合
も
免
除
を
受

　

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問　

国
保
年
金
課
年
金
係

　

☎
０
７
３
８
・
２
３
・
５
５
３
０

　

障
害
年
金
受
給
な
ど
で
法
定
免

除
を
受
け
て
い
る
方
も
、
国
民
年

金
保
険
料
の
通
常
納
付
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

部
免
除
、
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生

納
付
特
例
）
が
受
け
ら
れ
る
期
間
は
、

申
請
の
直
前
の
７
月
（
学
生
納
付
特

例
は
直
前
の
４
月
）
ま
で
の
１
年
以

内
で
し
た
。
し
か
し
、
平
成
26
年
４

月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の
２
年
１
か

月
前
の
月
分
ま
で
申
請
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の

　
　
　
　
　
　

対
象
期
間
も
拡
大

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
災
害
・

失
業
な
ど
の
前
月
か
ら
災
害
・
失
業

な
ど
が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま

で
の
期
間
に
つ
い
て
、
特
例
免
除
の

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
26
年
３
月
以
前
に

あ
っ
た
災
害
・
失
業
も
対
象
と
な
り

ま
す
が
、
過
去
分
の
審
査
対
象
期
間

は
、
２
年
１
か
月
前
ま
で
で
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

・
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
免
除

　

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

　

申
請
が
遅
れ
る
と
、
万
が
一
の
際

　

に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
ご
加
入
中
の
方
を
対
象
に

健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。
生
活

習
慣
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、
健

康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

対
象
者
に
は
５
月
下
旬
に
受
診

券
を
直
接
送
付
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
平
成
26
年
度
か
ら
受
診
券
発

行
の
申
込
手
続
は
不
要
と
な
り
ま

す
。

※

す
で
に
同
様
の
検
査
を
受
け
て

　

い
る
場
合
は
受
診
す
る
必
要
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

※

生
活
習
慣
病
の
治
療
な
ど
で
、

　

定
期
的
に
医
療
機
関
を
受
診
し

　

て
い
る
方
は
、
主
治
医
に
相
談

　

を
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
項
目

・
基
本
項
目…

問
診
、
計
測
（
身

　

長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
、
血
圧

　

測
定
、
診
察
、
血
液
検
査
（
脂

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

対
象
期
間
の
拡
大
に
つ
い
て

障
害
年
金
受
給
な
ど
で

　

法
定
免
除
を
受
け
て
い
る
方
へ

平
成
26
年
度　

後
期
高
齢
者
医
療

健
康
診
査
の
ご
案
内
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病・診連携休日
急患診察室当番医
【３月】

◇日曜・祝日の救急診療
　
　時間 10:00～12:00
　　　 13:00～16:00
　場所 国保日高総合病院

　　２日　村上　浩一　医師
　　９日　中村　成宏　医師
　１６日　池田　明彦　医師
　２１日　玉置　陽司　医師
　２３日　上田　栄藏　医師
　３０日　高辻　幹雄　医師
　
◇土曜日の小児救急診療

　時間 15:00～20:00
　　　（受付19:30まで）
　場所 国保日高総合病院

　　１日　中島　彰一　医師
　　８日　大谷　和正　医師
　１５日　国保日高総合病院医師
　２２日　島津伸一郎　医師
　２９日　奥田　修司　医師

　・受診を希望される場合は、
　　電話などで事前にご相談
　　ください。
　・急病でどうしても受診が
　　必要な方が対象です。
　　診療にあたるスタッフも
　　限られており、薬も必要
　　最小限しか処方できませ
　　んので、軽微な症状の場
　　合は、本来の診療時間内
　　にかかりつけ医に受診し
　　てください。
　・当番医が変更になること
　　があります。

ステーションステーション

問　問い合わせ　　申　申し込み　　時　日時　　締　締め切り　　

国保日高総合病院
☎0738－22－1111

　

市
民
文
化
会
館
で
は
、
市
文
シ
ネ

マ
と
し
て
、
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
プ

バ
ー
ン
主
演
の
名
画
「
ロ
ー
マ
の
休

日
」
を
上
映
し
ま
す
。

時　

４
月
３
日
（
木
）

　
　

①
10
時
〜　

②
14
時
〜

　
　

③
18
時
30
分
〜

　

※

開
場
は
上
映
30
分
前
か
ら

場　

市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
古
の
王
室
の
王

　

位
継
承
者
で
あ
る
ア
ン
王
女

（
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
プ
バ
ー
ン
）
は
、

　

欧
州
各
国
を
親
善
旅
行
で
訪
れ
て

　

い
た
。
ロ
ー
マ
で
も
公
務
を
無
難

　

に
こ
な
し
て
い
く
ア
ン
。
だ
が
実

　

は
、
彼
女
は
こ
れ
ま
で
の
ハ
ー
ド

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
疲
れ
や
ス
ト
レ

　

ス
が
溜
ま
っ
て
い
た
。

　
　

主
治
医
に
鎮
静
剤
を
投
与
さ
れ

　

る
も
の
の
、
気
の
高
ぶ
り
か
ら
逆

　

に
目
が
冴
え
て
し
ま
っ
た
彼
女
は
、

　

こ
っ
そ
り
夜
の
ロ
ー
マ
の
街
へ
繰

　

経
済
的
な
理
由
で
、
小
・
中
学

校
に
就
学
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な

児
童
（
生
徒
）
の
保
護
者
の
方
に
、

学
用
品
費
・
学
校
給
食
費
・
修
学

旅
行
費
な
ど
就
学
に
か
か
る
費
用

の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
就
学
援
助
制
度
の
認

定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
護
者

の
所
得
な
ど
に
つ
い
て
一
定
の
基

準
が
あ
り
ま
す
。

　

就
学
援
助
制
度
の
利
用
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
児
童
（
生
徒
）
が

通
学
し
て
い
る
各
学
校
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

☎
０
７
３
８
・
２
３
・
５
５
２
５

　

「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
」

の
受
給
資
格
が
３
月
31
日
で
期
間

満
了
と
な
る
子
ど
も
は
、
４
月
１

日
よ
り
新
た
に
「
こ
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
認

定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
が

必
要
で
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
家
庭
に
は
、
３
月

初
旬
に
案
内
及
び
申
請
書
を
送
付

い
た
し
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る

子
ど
も
の
健
康
保
険
証
な
ど
必
要

書
類
を
持
参
の
う
え
、
健
康
福
祉

課
福
祉
医
療
係
に
て
手
続
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
が
完
了
し
な
い
場

合
は
、
受
給
資
格
が
発
生
し
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

健
康
福
祉
課
福
祉
医
療
係

　

☎
０
７
３
８
・
２
３
・
５
６
４
５

　

り
出
す
こ
と
に
。
や
が
て
、
薬
が

　

効
い
て
く
る
と
ベ
ン
チ
で
寝
て
し

　

ま
う
ア
ン
。
そ
こ
へ
偶
然
通
り
か

　

か
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
の
新
聞
記
者

　

ジ
ョ
ー
（
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ

　

ク
）
は
、
彼
女
を
一
国
の
王
女
で

　

あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
自
分
の
ア

　

パ
ー
ト
で
休
ま
せ
る
の
だ
が…

。

料　

前
売　
　
　

８
０
０
円

　
　

当
日　

１
，
０
０
０
円

　
　

友
の
会
会
員　
　

無
料　

問　

市
民
文
化
会
館

　

☎
０
７
３
８
・
２
３
・
４
８
８
１

　

こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
の

新
規
申
請
に
つ
い
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　

「
就
学
援
助
制
度
」

市
文
シ
ネ
マ　

第
５
弾

　
　
　

「
ロ
ー
マ
の
休
日
」

紀陽銀行御坊支店
南側ショーウインドー

３月７日（金）～４月３日（木）

御坊華道連合会

御坊市文化協会
御坊まちかどミュージアム

～消費生活モニターが調べるお買い物情報～

価格はあくまでも集計店舗における調査結果であり、基準価格ではありません。
＊詳しくは、商工振興課（☎0738－23－5531）へお問い合わせください。

御坊市小売価格調査結果　２月分 消費税込み

食
料
品

燃
料

品　　目

小 麦 粉
鶏　　卵
キャベツ
大　　根
灯　　油
ガソリン

規格・容量 平均価格（円） 先月比（％）
小売店 スーパー 小売店 スーパー

薄力粉　日清　1ｋｇ
Ｌサイズ　10個入り
出回りの多い物1/2カット
青首1本
店頭売・容器別　１８㍑
レギュラー　1㍑

254
269
116
68

1,872
163

235
245
138
165

100.0
93.4
73.4
73.1
100.6
99.4

100.0
96.8
85.2
92.7



軽自動車の管理について 税務課 市民税係　☎０７３８－23－5504
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軽自動車の廃車・名義変更などの手続を忘れないで！
　軽自動車税は、４月１日を基準日として、軽自動車・原動機付自転車・オートバイ・小型特殊車両を所有してい
る方に課税されます。このため、基準日を過ぎてから登録抹消や名義変更の手続をしても、１年分の軽自動車税を
納めていただくことになります。
　廃車や名義変更をしていない方は、お早めに手続を済ませてください。
　また、売却したり、盗難にあった場合でも登録を抹消していなければ課税
されますのでご注意ください。
　手続方法及び必要なもの、手続場所は次の通りです。

　障害者手帳（身体障害者手帳・戦傷病者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳など）をお持ちの方で、
軽自動車を所有している方は、一定の要件に該当する場合、納期限（５月末日）までに申請することで軽自動
車税が減免されます。
　詳しくは、税務課市民税係までお問い合わせください。

種　　別

原動機付自転車
（125cc以下）

小型特殊自動車

軽　自　動　車
（軽四輪、軽三輪）

軽　二　輪　車
（126cc～250cc）

小　型　二　輪
（251cc以上）

廃　車
・標識
　（ナンバープレート）
・所有者の印鑑

・税務課市民税係
　☎0738－23－5504

・各自動車販売者
・御坊自動車会館
　住所：御坊市藤田町吉田422
　☎0738－22－1947
・軽自動車検査協会和歌山事務所
　住所：和歌山市湊1106－25
　☎073－433－4655

・各自動車販売者
・御坊自動車会館
　住所：御坊市藤田町吉田422
　☎0738－22－1947
・和歌山陸運支局
　住所：和歌山市湊1106－4
　☎050－5540－2065

　廃車または名義変更の手続に必要なもの
については、事前に右記の手続場所のいず
れかへお問い合わせください。

　廃車または名義変更の手続に必要なもの
については、事前に右記の手続場所のいず
れかへお問い合わせください。

・標識
　（ナンバープレート）
・旧所有者の印鑑
・新所有者の印鑑

名義変更
旧所有者→廃車
新所有者→登録

手続方法及び必要なもの 手 続 場 所

軽自動車税の減免について

申請に必要なもの 印鑑、障害者手帳、軽自動車の車検証、
運転される方の運転免許証



ご協力ありがとうございました

一　般　書 児　童　書

八木　圭一　著 木曽　秀夫　作・絵

渡辺　和子　著

『一千兆円の身代金』

『面倒だから、しよう』

や  ぎ き  そけいいち

わたなべ かず こ

ひで お

『にらめっこ！』

『わたし小学生まじょ』
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３月のおすすめ花まる本 新着図書は
1日・16日に並びます。

御坊市立図書館　☎0738－22－0441
開館時間
休館日

9:30～17:15
３日・10日・17日・21日・24日・31日図書館だより

饒村　曜　著『最新図解ＰＭ２.５と
　大気汚染がわかる本』

にょうむら よう 奥成　　達　　　文
ながた　はるみ　絵

『昭和の子ども生活絵図鑑』

　大物政治家の孫が誘拐された。
前代未聞の要求にマスコミは騒然。
警視庁は捜査一課特殊犯係を直ち
に派遣し、国家の威信をかけた大
捜査網を展開する。やがて捜査陣
は、あるブログの存在に行き着く
が…。

　小さなことこそ、心をこめて、
ていねいに。幸せは、いつもあな
たの心が決めるのです…。
　ノートルダム清心学園理事長が、
自分を見つめなおし、毎日をあた
らしく、ていねいに生きるための
言葉を紹介します。

　ＰＭ2.5、黄砂、光化学スモッ
グ、酸性雨…。公害の被害範囲は
国境を超えて国際的な課題となっ
ている。越境大気汚染の歴史やそ
れと人類がどのように向き合って
きたかについてひも解き、大気汚
染のしくみを図で解説する。

　大きな動物から小さな動物まで、
にらめっこ！最後に勝つのは誰で
しょう？ページに空いた穴から動
物たちの表情が変わって見える、
アイデアあふれるしかけ絵本。

　町はずれの森に、おばあさん、
お父さん、お母さん、リリコとい
う女の子が住んでいました。実は
おばあさんは魔女で、孫娘のリリ
コに魔女を継がせようと考えてい
ました。リリコは普通の小学校に
入学をするのですが…。

　ラジオ体操、あやとり、駄菓子
屋、鬼ごっこ…。昭和21年から
昭和40年ごろまでの子どもたち
の日常生活や、学校、家庭、遊び、
お菓子や食べ物など、昭和の時代
の「人」「物」「風景」を、丁寧
な絵とともに紹介します。

３月のおはなしの会３月のおはなしの会３月のおはなしの会

日時

場所

対象

２日・９日・16日・23日・30日
10：00～
中央公民館２階
幼児から小学生

絵本や紙芝居などの読み聞かせをしています

みんなで来てね！

かず こなかじま

のぶ こあきさと

おくなり たつ

中島　和子　作
秋里　信子　絵

　２月1 5日（土）～2 8日
（金）は、蔵書点検を実施した
ため、特別休館としていました。
この間、皆さんには大変ご迷惑
をおかけしました。
　３月１日（土）より再開館い
たしますので、図書館をぜひ、
ご利用ください。

日
た
。
惑

い



おかあさん、あのね…おかあさん、あのね…おとうさん、あのね…おとうさん、あのね… おかあさん、あのね…

みんなのサロン
しらゆり保育園の巻

おとうさん、あのね…

くぼた　だいき　くん（６さい）

お
か
あ
さ
ん
と

か
く
れ
ん
ぼ
し
て　

あ
そ
ぶ
の

だ
い
す
き
だ
よ
！

こ
れ
か
ら
も　

い
っ
ぱ
い

あ
そ
ぼ
う
ね
！

たにぐち　れい　ちゃん（６さい）

お
と
う
さ
ん
と　

お
ふ
ろ
に　

は
い
る
の

だ
い
す
き
!!

い
つ
も　

い
っ
し
ょ
に　

は
い
っ
て　

あ
そ
ん
で
ね
！

クリスの花まるエッセイ

▲様々なバレンタインギフト

ア
メ
リ
カ
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

新
野　

朱
理
さ
ん

（
藤
田
小
６
年
）

に
い 

の

あ
か 

り

ぼくの夢ぼくの夢
　　わたしの夢　　わたしの夢
ぼくの夢
　　わたしの夢

図書館司書になって、おすすめした本を読んだ
　人々が良かったと感じるような仕事をしたい！

　

わ
た
し
の
夢
は
、
図
書
館
司
書

に
な
る
こ
と
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

読
書
が
好
き
で
、
よ
く
図
書
館
へ

行
っ
て
本
を
読
ん
だ
り
、
借
り
た

り
し
て
い
る
の
で
、
図
書
館
司
書

に
な
っ
て
、
小
さ
な
子
供
か
ら
お

じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
ま
で
の

は
ば
広
い
年
代
の
人
々
に
、
そ
れ

ぞ
れ
に
合
っ
た
本
を
お
す
す
め
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
自
分
が
お
す
す
め

し
た
本
を
読
ん
だ
人
々
が
良
か
っ

た
と
感
じ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た

い
で
す
。

　

い
つ
の
間
に
か
２
月
に
な
っ
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
２

月
と
い
え
ば
、
や
は
り
２
月
14
日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
で
し
ょ

う
。
で
も
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
は
少
し
違

い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
は
男
性
か
ら
女
性
へ

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
間
で
は
カ
ー
ド
を
交
換

し
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
メ
イ
ン
は
と
い
う
と
、
や
は

り
恋
人
同
士
や
夫
婦
の
間
で
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
で
す
。
バ
レ
ン
タ

イ
ン
デ
ー
の
日
に
は
、
多
く
の
人
は
レ
ス
ト
ラ
ン
に
予
約
を
い
れ

て
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
デ
ィ
ナ
ー
を
食
べ
ま
す
。
そ
し
て
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
多
く
は
バ
ラ
で
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ク
ッ
キ
ー
を
渡
し

た
り
す
る
人
も
い
ま
す
。
た
だ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
で
す

が
、
日
本
と
違
い
ア
メ
リ
カ
の
男
性
が
好
き
な
女
性
に
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
買
う
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
３
月
14
日
は
日
本
で
は
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
で
す
が
、
ア
メ

リ
カ
で
は
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
と
い
う
習
慣
が
な
く
て
、
バ
レ
ン
タ
イ

ン
デ
ー
だ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
恋
人
同
士

や
夫
婦
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
過

ご
し
方
は
違
い
ま
す
が
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
と
い
う
こ
と
に
お

い
て
は
同
じ
で
す
。
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まちかど Watching

広報広報ごぼうごぼう15 広報ごぼう 平成26年３月号

　１月７日、御坊小学校で御坊市消防出初式が行
われ、消防団員、富安婦人消防クラブ、市消防職
員が参加しました。
　式典では、団旗入場、国旗掲揚、殉職者に対す
る黙とうに続き、永年勤続章や優良団員表彰など
受賞者27人に表彰状が贈られました。また最後に、
つばさ保育園幼年消防クラブによる、かわいい鼓
笛パレードが行われ式典に花を添えました。
　式典を通じ、団員たちは、火災や近い将来発生
が予想される東海・東南海・南海地震から市民の
生命と財産を守る決意を新たにしていました。

　１月24日、しらゆり保育園で防犯教室が行われ、
園児65人が参加しました。
　最初に、園児たちは、湯川地区補導委員による
人形劇から、不審者に声かけをされたときの対処
方法を学びました。
　その後、園児たちは、御坊警察署員から「き
しゅう君の家」の説明を受け、実際に不審者から
声をかけられたとき、どのように対処するかの実
地訓練を行いました。訓練に参加した園児たちは、
不審者にはついていかずに、きしゅう君の家に逃
げ込み、不審者の特徴を伝えるなど、教室の成果
を発揮していました。

　１月12日、市民文化会館で御坊市成人式が開催
され、華やかな振り袖やスーツ、羽織はかまに身
を包んだ新成人229人が、旧友との再会と20歳
の門出を祝いました。
　式典では、新成人を代表して、山本隆大さん、
小池眞由さん、北岡毬花さんが両親や恩師に対す
る感謝の気持ちや今後の抱負など、新成人誓いの
言葉を述べました。
　式典終了後には、新成人からなる成人式実行委
員会の司会のもと、ビンゴゲームなどのアトラク
ションが行われ、大きな盛り上がりを見せました。

市民の生命と財産を守る！　～御坊市消防出初式～

知らない人にはついていかない！　～しらゆり保育園「防犯教室」～

感謝と希望を胸に！　～御坊市成人式～
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印
刷　

有
限
会
社
隆
文
社
印
刷
所 ひとの動き（外国人住民を含む）　■総人口25,258（－42）　■男　12,093（－12）　■女　13,165（－30）　■世帯数　10,730（－9）

御坊市ホームページ　http://www.city.gobo.wakayama.jp/　　　　　　　　　　　　　　　　  　※平成26年１月末現在　（　）内は前月比

不動産に関する 無料相談会のお知らせ
開 催 日：
開催場所：  御坊市役所  1F ロビー

３/ （木）【毎月第３木曜日】20 時間： 13時～16時

公益社団法人 和歌山県宅地建物取引業協会／和歌山市太田143-3
073-471-6000予約優先

お申込専用お電話

・不動産に関するお悩み、ご相談

・不動産に関するトラブルのご相談、等

内容：宅建協会の専従相談員による無料相談会です。

・不動産の権利に関するご相談 御坊市名屋町3-2-7
フレンドリー紀州ビル３階弁護士 （和歌山弁護士会）河内　茂治

しげ はるかわ うち

くらしの中の困り事、気軽にご相談ください。

相続交通事故離婚 借金相続交交交交交交交交交通交交 事故故故故故故故故故故故故離婚 借金

おれんじ法律事務所おれんじ法律事務所
（旧 旧 御坊ひまわり基金法律事務所）御坊ひまわり基金法律事務所）（旧 御坊ひまわり基金法律事務所） ☎07380738-3232-73577357☎0738-32-7357

完全予約制完全予約制完全予約制

不動産不動産 相続相続交通事故交通事故離婚離婚 借金借金不動産 相続交通事故離婚 借金

市制施行60周年記念事業

ＮＨＫのど自慢　出場者・観覧者募集
　市制施行60周年記念事業として、「NHKのど自慢」を開催します。出場・観覧を希望される方は、いずれも
郵便往復はがき（私製はがきは除く）に必要事項を記入のうえ、ご応募ください。

※ご応募の際にいただいた個人情報は、選出・抽選結果のご連絡のほか、NHKの受信料のお願いに使用させて
　いただくことがあります。
※平成26年４月から郵便料金が変更になりますので、ご注意ください。

NHK和歌山放送局　☎073－424－8111（平日　９：30～19：00）

◇応募資格は中学生を除く15歳以上で、原則アマ
　チュアの方とさせていただきます。
◇応募は１人（１組）１通に限ります。
◇グループでお申し込みの場合は、全員の名前と年齢
　を明記のうえ、代表者が応募してください。
◇必ず所属している会社、団体、学校、クラブに出
　演・出場の許可を得てください。
◇応募後の曲名、出場メンバーの変更はできません。
◇応募者多数の場合は、定員250組を選出のうえ、
　５月1０日（土）の予選会に出場していただきます。
◇締め切り　４月４日（金）必着

出場者募集
◇入場は無料ですが、１歳以上のお子様から入場整理
　券が必要です。
◇応募者多数の場合は、抽選のうえ入場整理券（１枚
　で２人入場可）をお送りします。
◇インターネットオークション等での転売を目的とし
　た応募は固くお断りします。なお、売買を目的とし
　た応募であると判断した場合は抽選対象外とさせて
　いただきます。
◇締め切り　４月１４日（月）必着

観覧者募集

ゲスト
日　　時　５月11日（日）　
　　　　　開場／11：00　開演／11：45　終演予定／13：30
予 選 会　５月10日（土）　開会／11：45　結果発表／17：10（予定）
場　　所　市民文化会館
司　　会　小田切　千アナウンサー
放送予定　５月11日（日）　12：15～13：00
　　　　　【総合テレビ・ラジオ第１】
主　　催　NHK和歌山放送局、御坊市

問い合わせ

大月　みやこ 冠　二郎

（申込者の）

こちら側には
何も記入しないで
ください。（住所不要）

ＮＨＫ和歌山放送局
「ＮＨＫのど自慢」

出場係 ①郵便番号
②住所
③名前(ふりがな)
④年齢
⑤性別
⑥電話番号
⑦職業
　(大学生・高校生は部活動も)
⑧歌う曲目とその歌手名
⑨選曲理由

（申込者の）

こちら側には
何も記入しないで
ください。（住所不要）

ＮＨＫ和歌山放送局
「ＮＨＫのど自慢」

観覧係
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